











































































































































































































































34.7 28.8 19.8 23.7 19.4 12.9
図５　世代別環境問題への関心 
28.0 30.5 27.8 28.6 25.7 19.6
42.4 35.6 27.8 28.2 27.1 26.4
26.3 40.7 31.1 36.6 33.0 28.8
44.1 45.8 35.8 35.9 35.4 26.4
52.5 50.3 48.1 49.8 44.4 34.4
57.6 57.1 47.6 51.2 45.5 43.6
63.6 55.4 46.7 51.9 54.5 56.4
65.3 64.4 67.0 64.5 54.2 44.8
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表４　番号別エコ行動の内容
①節水（水道の水を出しっぱなしにしない）
②省エネ（クーラーの温度設定）
③節電（使わない電気は消す）
④分別（ゴミは分別する）
⑤，⑥　自分で考えたエコ行動
⑦冷蔵庫ダイエット（中のものを減らす）
⑧掃除（エアコンのフィルター）
⑨再利用（お風呂の水）
⑩食事（残さず食べてご飯後はだんらん）
⑪，⑫　自分で考えたエコ行動
〈家族と一緒にできること〉
〈一人でできること〉
⑬海や山で出したゴミは持ち帰ろう
⑭My Bagを持ち歩こう
⑮おでかけの時はコンセントを抜こう
⑯Myおはしを持ち歩こう
⑰公共の交通機関・施設を利用しよう
⑱自分で考えたエコ行動
〈外でできること〉
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特に 1（節水）・ 3（節電）・10（食事）が他に比べて多いのは身近で取り組みやすい行動であ
るからだろう。一方、回数が少なかったのが13の「海や山で出したゴミは持ち帰ろう」と16の
「Myおはしを持ち歩こう」であった。13は、日常生活から離れた場所での行動なので行動回数
が少ないことは納得がいくが、16は日常生活で行えるのにも拘わらず行動回数が少ない。この
理由は、Myおはしを持ち歩くのが面倒であるのに加えて、現在日本中どこの店でも無料で配
られる割り箸を拒否するほどの雰囲気が定着していないためと思われる。すなわち、身近です
ぐ実践できるエコ行動が多くとられ、少し手間のかかるエコ行動は敬遠される傾向が見られた。
次に、表 4の⑤、⑥、⑪、⑫、⑱にあたる「自分で考えたエコ行動」に、小学生はどのよう
な行動を考え実行したのだろうか。以下の表 5は、「自分で考えたエコ行動」のうち、「家族と
一緒にできること⑪、⑫」について小学生が考えた生の意見の例である。
表５　小学生が考えた「家族の人と一緒にできる」エコ行動の例
～　家族の人と一緒にできること編　～
〈ゴミ・リサイクル〉
・ごみを減らす
・分別をする
・計画的に買い物をする
・ラップなどがついていないものを買う
・詰め替え商品の利用
・エコ商品を買う
・うらの白い紙はメモ帳などに使う
・牛乳パックなどをスーパーの回収箱に入れる
・ペットボトルはもう一度使う
・新聞紙をおいといて窓拭きに使う
・ 3 R
・古紙回収にだす
・フリーマーケットに参加する
・ペットボトルは買わずに水筒を持つ
・修理できるモノは修理する
・空き缶は空き缶入れにいれる
・使えるものはもう一度使う
・トレイをお店にかえす
・買い物袋をもっていく
〈省エネルギー〉
・クーラーをつけっぱなしにしない
・窓を開けて風で涼しくする
・冷蔵庫の開け閉めを減らす
・テレビはつけっぱなしにしない
・お風呂が冷めないように続けて入る
・エレベーターよりも階段を使う
〈節水〉
・食器はまとめて洗う
・洗濯物はまとめて洗う
・お風呂のお湯を洗濯に使う
・シャワーの使用を 1日一分減らす
・トイレに何回も行かない
〈その他〉
・朝夕に打ち水をする
・ベランダに植物を植えて緑のカーテンを作る
・クーラーの温度を外の気温と 5度以上の差にな
らないようにする
・車をあまり使わない
・ガソリンをふかさない（アイドリングストップ）
・車のクーラーをなるべく使わない
・お母さんの買い物の手伝い
・お米のとぎ汁を植木にやる
・家庭で出た生ゴミを畑で肥料にする
・地域の野菜を食べる
・服のはぎれを使って小物作り
・一つの部屋に集まる
・食事はなるべく家族と食べる
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また、表 6はエコ帳に書かれた生の感想文の例である。全体的に多いのは「エコ帳に取り組
むことで環境問題に関心を持ち、エコ行動を起こした。また今後も続けたい。」といったもの
である。その中で、②、③のように「地球のためになるなら頑張りたい。」とエコ帳が契機と
なった小学生や、①、④のように実際行ってみて、エコ行動をすることで「気持ちがいい。」、
「やる気が出た。」という前向きな姿勢が得られた小学生も多かった。さらに、⑤、⑥は環境問
題に対する取り組み方や姿勢などを自分で考え、具体的に意見している。これは実際エコ行動
をする中で問題点を見つけたからこそ述べられることであり、エコ帳が与えた影響は大変大き
いと感じる。
今回のエコ帳で最も大きな狙いとした「家族を巻き込んで行うエコ行動」を、⑦と⑧の感想
によって知ることができる。⑦では、「母親がマイバッグを持って買い物に行くようになった。」、
「私もゴミを分別するようになった。」とあり、環境問題の知識を家庭に持ち込み、実行に移す
ことができた例であるといえるだろう。さらに⑧では、小学生が主体となりエコ行動を家庭で
行った結果、家族の意識も変えることができたと述べられている。即ち、講義で得た知識を自
分で考え実践し、それを家庭に広めることが行われたということである。
表６　エコ帳に記載された感想文の例
〈エコ帳感想〉
①　私はエコをしたら、なんだか気持ちがいいなぁと思います。
②　一人でできることは自分なりにがんばってみました。お母さんが作ってくれたご飯を残さないよう
に努力しました。この夏休みはエコにとっても関心をもつようになりました。
③　ちょっとでも今までがんばってきたことが、地球のためになるなら、これからもがんばっていきた
いです。
④　ゴミや水の節約はとても大事なことだなと思いました。私は節約をしているうちになんだかときど
き部屋をかたづけて、リサイクルする気がでてきました。
⑤　エコを考えるだけではなく、本当にやらないとエコにはならないと思いました。
⑥　シャワーはこまめに止めながら使ったり、歯磨きは蛇口の水を止めてみがきました。水をムダにし
ない工夫は、身近なくらしの中でできることがわかりました。一人ひとりが水を大切に使えば、み
んなでたくさんの量の水が節約できると思います。ゴミをへらすためには　まず大切なのは、ごみ
になりやすい物や必要のない物を買わないなど、ごみをつくらない努力だと思います。また、ごみ
をつくらないために、せい品をつくる人、売る人、買う人がそれぞれの立場でできることを考えて
取り組むことが大切だと思います。
⑦　母もマイバッグを持って買い物に行ったり、私もゴミを分別するようになりました。ひとり一人が
注意をしたらかんきょうもよくなると思います。これからもいろいろと気をつけようと思います。
⑧　ぼくが中心になって、いろんなエコを取り組んでいると、家族の意しきもちょっとずつ変わって
いったと思いました。意しきではなく自然にできるようにしたいと思います。
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４．３　京野菜料理レシピ作りの集計と分析結果
第二のテーマ「京野菜を食べよう」で行った環境教育の夏休みの課題として出したのが「京
野菜料理のレシピ作り」である。これは、地産地消を行うことでフードマイレージが減り、
CO2削減に結びつき、環境を悪化させないことを教えたうえで、「京野菜を身近に感じ、且つお
いしく食べるにはどうしたらよいのか」ということを考えてくるものであった。実際に料理を
作らねばならないため、母親または祖母と共に課題に取り組んだ小学生が大多数であり、家族
と一緒にエコ行動を行う機会になったと思われる。集計を行ったところ、驚くほど様々でユ
ニークな京野菜料理が挙がった。表 7にその中からいくつか紹介する。
小学生が家族の協力を得て考えた京野菜料理レシピは、全体的に「賀茂なす」、「万願寺とう
がらし」を使用した料理が多かった。普段何気なく食べている料理に京野菜を使用することで、
身近に感じられたのではないだろうか。図13に実際の「京野菜料理のレシピ作り」の具体例を、
また表 8に食べたときの感想文の例を記す。
表７　小学生が家族の協力を得て考えた京野菜料理レシピ
〈メニュー名〉
・賀茂なすの田楽
・万願寺とうがらしとじゃこいため
・伏見とうがらしのみそ煮
・金時にんじんオムライス
・京野菜スパゲッティー
・トマトとなすびの重ね焼き
〈使った京野菜〉
賀茂なす
万願寺とうがらし
伏見とうがらし
金時にんじん
京トマト
桃太郎トマト（山科産）、山科なすび
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京都に住んでいても、今まで京野菜を食べる機会が少ない小学生が多かったようである。京
野菜の知識、そして自然のおいしさを知ったのではないだろうか。この課題に取り組むことに
よって、自分達が住む地域の野菜を知り、家族と共に自然に触れ合う機会ができたと思われる。
地産地消の考え、さらにフードマイレージとCO2削減を考えるきっかけとして本テーマの意義
は大きかったと思われる。
図１３ 小学生が取り組んだ京野菜料理レシピの例
表８　京野菜料理レシピの感想文の例
・かもなすは他のなすと違って大きくてすごくおいしかったです。京都で生まれたから京野菜を全種類
食べてみたいです。
・京野菜をつかったパスタは、いつものパスタよりとってもおいしかったです。いろんな京野菜を使っ
て、お母さんにいろいろおしえてもらいたいです。
・私は野菜がきらいだけど、京野菜ならとてもおいしくて食べることができました。他にも、京野菜料
理をたくさん作ってみたいし、おじいちゃんおばあちゃんにも作ってあげたいです。
・おばあちゃんが家庭菜園でとれた野菜で作ってくれました。取りたてで作ったから新鮮で甘く、とて
もおいしかったです。
・なすが好きではなく、ふだんほとんど食べません。でもお母さんといっしょに作ったら、とてもおい
しく全部食べました。
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大学生アンケート調査で得られた知見は以下のように整理される。（1）エコ行動を起こす影
響力を持つのは「学校での環境教育」か「家庭のしつけ」かという観点では、学校で環境教育
を受けたからといって日常的なエコ行動に結びつくということはあまり期待できない。「学校
での環境教育を受けた人」よりも、「家庭のしつけを厳しく受けた人」の方が、より積極的に
環境にやさしい行動をとっている傾向が見られるからである。（2）現在の住まい別にみると、
寮生、下宿生は家庭のしつけが厳しかった人、厳しくなかった人のどちらもエコ行動を起こし
ていたのに対し、自宅生は厳しかった人は行動を起こしているのだが、厳しくなかった人はあ
まりエコ行動を起こしていないという結果が出ている。これらの知見から、学校での環境教育
に全てを任せるのではなく、家庭でも環境教育を行う必要性が高いことが明らかになった。
また、小学校での環境教育実践より得られた知見は以下のようである。二つのテーマ「ごみ
を減らそう！」と「京野菜を食べよう！」は、家庭に持ち込んで、家族を巻き込んでエコ行動
を行うことを重視した。例えば、「ごみを減らそう！」では、「学校→自分→家庭」、「家庭→自
分」というつながりを確立した上で、「学校」に当たる部分を「講義」、「自分」に当たる部分
を「ゴミビンゴ」、「家庭」に当たる部分を「エコ帳」として行った。これらは、「講義」で知
識を得、得た知識を「ゴミビンゴ」で活かし、自分の考えに加え、自分のグループまたは他グ
ループの案を「エコ帳」にて実践するというつながりをもたせたのである。今まで行われてい
た環境教育では、最後の「家庭」にあまり焦点が当てられておらず、主に「学校」と「自分」
を対象としていた。しかし、家族、特に母親の言動は、子どものエコ行動に大きく影響をもた
らしていた。このような連携の考え方を図14に模式的に示す。
５．環境教育における学校と家庭の連携
図１４　環境教育プログラムに必要とされる連携の考え方 
講義から知識を得、記憶する 
　　　　　　↓ 
自分にできるエコ行動を 
考える 
自分 
学校 家庭 
ゴミビンゴ 
講義 エコ帳 
 
〈切り離すことはできない〉 
学校…家庭で実行できる環境
教育の内容が必要。 
家庭…学校が行う環境教育を
理解し、子どもが実践できる
場を提供することが必要。 
自分・自分のグループ・他グ
ループが考えたエコ行動をし
ようと考える 
　　　　　　↓ 
　　　日常生活で、家庭内で 
　　　　　実行する 
　　　　　　（家族と共に） 
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小学生が最も多くの時間を過ごすのは学校でも塾でもなく家庭である。現在、主として学校
で行われているフォーマルな環境教育だけではエコマインドの育成・向上には繋がらない。親
が家庭でエコ行動をどれほど行っているかによって、子どもがエコ行動を行う割合が変わって
くる。このことは、子どもが学校で環境教育として専門的に環境問題を学ぶだけではなく、同
時に親も地球環境に大いなる関心を持ち、学ぶ必要があるということである。環境問題に関心
があり、エコ行動を日常生活の中で実践している親の姿を見て育った子どもは、同じような生
活をしようと試みるだろう。そして、日常生活で地球環境にやさしい生活をしようとした時に
学校で環境教育として学んだ知識が生かされる7）。
本研究で得られた結果から、環境教育を行うのは学校等の「教育機関」だけではなく、「家
庭」と「学校」が有機的に連携し協力しあい、相乗効果を生むことで、より一層エコマインド
を醸成し、その結果、エコ行動実践力の向上が図られるものと思われる。
なお、本稿は、2008年 8 月の日本環境教育学会での筆者の発表内容3）、筆者等が委員として
作製した「地球温暖化防止のための環境学習プログラム教材」8）、及び本学卒業生植田有希子
氏（現、三菱UFJ信託銀行）の卒業研究「美しい地球は家庭から」をベースにご承認を得てま
とめたものである。日本環境教育学会、全国地球温暖化防止活動推進センター及び植田氏のご
好意に感謝する。
7）岡部翠（2007）『幼児のための環境教育―スウェーデンからの贈りもの「森のムッレ教室」』新評論、53－
87頁．
8）全国地球温暖化防止活動推進センター（2007）『地球温暖化防止のための地球プログラム─基礎知識編─
（ごみ、食）』．
